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➢ 本県を訪問した外国⼈観光客等の⼊出国空港の割合を⾒ると、福岡空港が多くの国・地域との国際線を
就航させていることもあり、88%と圧倒的に多い。

➢ 「成田IN - 福岡OUT」や「関⻄IN - 福岡OUT」など、国内の主要な空港からの流⼊は極めて限定的。

出典：RESAS 地域経済分析システムを基に事務局作成

１ 福岡県を訪問した外国人観光客等の入出国空港（平成28年）

入国空港―出国空港 訪問者数（人） 割合
①福岡空港―福岡空港 2,243,183 87.6%
②成田空港―成田空港 51,679 2.0%

③関西空港―福岡空港 29,219 1.1%

④羽田空港―羽田空港 29,186 1.1%
⑤関西空港―関西空港 17,774 0.7%
⑥成田空港―福岡空港 16,726 0.7%
⑦福岡空港―成田空港 15,443 0.6%
⑧福岡空港―関西空港 14,762 0.6%
⑨佐賀空港―佐賀空港 11,703 0.5%
⑩その他（福岡―羽田、成田―羽田など） 130,732 5.1%

計 2,560,407 100%
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➢ 国内の主要な空港で⼊出国した外国⼈観光客等のうち、本県を訪れた⼈の割合を⾒ると、
「成田ＩＮ – 成田ＯＵＴ」で0.3％、 「関⻄ＩＮ – 関⻄ＯＵＴ」で0.1％、「羽田ＩＮ – 羽田ＯＵＴ」で
0.6％と、いずれも低い割合。

出典：RESAS 地域経済分析システムを基に事務局作成

（１）成田空港ＩＮ - 成田空港ＯＵＴ （２）関西空港ＩＮ - 関西空港ＯＵＴ （３）羽田空港ＩＮ - 羽田空港ＯＵＴ

訪問地域
訪問者数

（万人）
割合 訪問地域

訪問者数

（万人）
割合 訪問地域

訪問者数

（万人）
割合

1 東京都 849.1 56.5% 1 大阪府 587.4 47.4% 1 東京都 298.6 58.3%
2 千葉県 123.4 8.2% 2 京都府 312.1 25.2% 2 神奈川県 47.3 9.2%
3 神奈川県 90.7 6.0% 3 兵庫県 114.1 9.2% 3 京都府 24.3 4.7%
4 京都府 69.7 4.6% 4 奈良県 93.4 7.5% 4 大阪府 18.4 3.6%
5 大阪府 50.7 3.4% 5 東京都 19.4 1.6% 5 北海道 15.8 3.1%
6 静岡県 35.2 2.3% 6 和歌山県 14.5 1.2% 6 千葉県 14.0 2.7%
7 長野県 32.3 2.1% 7 愛知県 10.3 0.8% 7 静岡県 12.9 2.5%
8 山梨県 28.2 1.9% 8 滋賀県 10.1 0.8% 8 長野県 8.2 1.6%
9 北海道 24.9 1.7% 9 広島県 9.1 0.7% 9 広島県 7.6 1.5%

10 栃木県 21.5 1.4% 10 岡山県 8.6 0.7% 10 山梨県 6.3 1.2%
11 広島県 20.5 1.4% 11 岐阜県 7.8 0.6% 11 埼玉県 5.5 1.1%
12 埼玉県 18.1 1.2% 12 北海道 4.5 0.4% 12 愛知県 5.4 1.1%
13 愛知県 13.4 0.9% 13 石川県 4.4 0.4% 13 栃木県 4.7 0.9%
14 茨城県 12.7 0.8% 14 香川県 4.0 0.3% 14 石川県 3.9 0.8%
15 奈良県 10.6 0.7% 15 富山県 3.9 0.3% 15 青森県 3.1 0.6%
16 岐阜県 9.4 0.6% 16 三重県 3.8 0.3% 16 群馬県 3.0 0.6%

17 群馬県 9.1 0.6% 17 静岡県 3.5 0.3% 17 福岡県 2.9 0.6%

18 宮城県 8.3 0.6% 18 神奈川県 3.5 0.3% 18 岐阜県 2.9 0.6%
19 石川県 7.3 0.5% 19 長野県 2.8 0.2% 19 奈良県 2.8 0.5%
20 兵庫県 6.5 0.4% 20 鳥取県 2.7 0.2% 20 兵庫県 2.6 0.5%
21 富山県 6.1 0.4% 21 山梨県 2.2 0.2% 21 新潟県 1.9 0.4%

22 沖縄県 6.1 0.4% 22 福岡県 1.8 0.1% 22 その他 20.3 4.0%

23 青森県 6.0 0.4% 23 島根県 1.5 0.1% 512.4 100.0%
24 新潟県 5.7 0.4% 24 徳島県 1.5 0.1%

25 福岡県 5.2 0.3% 25 愛媛県 1.4 0.1%

26 福島県 4.4 0.3% 26 高知県 1.4 0.1%
27 秋田県 3.6 0.2% 27 千葉県 1.2 0.1%
28 その他 25.0 1.7% 28 その他 7.7 0.6%

1503.7 100.0% 1238.6 100.0%計

計

計

２ 国内の主要な空港で入出国した外国人観光客等の訪問先（平成28年）
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九州エリアにおける旅⾏者数 入国空海港別（全期間）

福岡空港
64.0%比田勝

7.8%

博多 5.1%
成田空港
3.9%

北九州空港
3.1%

⿅児島空港 3.0%
佐賀空港 2.1%
羽田空港 1.9%
関⻄空港 1.7%
熊本空港 1.1%
宮崎空港 1.0% 広島空港 1.0% 関門(門司) 0.7%

⻑崎空港 0.7%
大分空港 0.6%

順位 入国空海港 旅⾏者数（⼈） 割合
1 福岡空港 1,908,475 64.0%
2 比田勝 232,949 7.8%
3 博多 152,750 5.1%
4 成田空港 117,494 3.9%
5 北九州空港 93,158 3.1%
6 ⿅児島空港 88,884 3.0%
7 佐賀空港 62,782 2.1%
8 羽田空港 57,249 1.9%
9 関⻄空港 51,849 1.7%
10 熊本空港 33,270 1.1%
11 宮崎空港 29,552 1.0%
12 広島空港 28,476 1.0%
13 関門(門司) 21,929 0.7%
14 ⻑崎空港 21,432 0.7%
15 大分空港 16,941 0.6%
16 厳原 14,969 0.5%
17 ⻑崎 11,901 0.4%
18 関門(下関) 10,210 0.3%
19 中部国際空港 10,045 0.3%
20 那覇空港 5,086 0.2%

その他 12,993 0.4%
合計 2,982,394 100.0%

・九州の空海港での⼊国者は90.2％（福岡空港が全体の約2/3、比田勝・博多の2海港で計12.9％）

・九州外で⼊国後に九州を訪れた訪日外国⼈は、訪九者全体の9.8％（29.3万⼈）
（成田・羽田・関⻄空港の3空港で7.5％の22.7万⼈）

◆調査期間：2016年10月～2017年9月（1年間）

出典：九州観光推進機構 「ビッグデータを活用した「九州への訪日外国人旅行者に関する動態調査（平成３０年５月公表）」
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九州ｴﾘｱにおける旅⾏者数 国籍別 入国空海港ｼｪｱ（全期間）
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福岡空港 北九州空港 佐賀空港 ⻑崎空港 大分空港 熊本空港 宮崎空港 ⿅児島空港
比田勝 博多港 九州その他 成田空港 羽田空港 関⻄空港 その他

九州との直⾏便を持たない英国・ドイツ・フランス・米国・カナダ・オーストラリアは、
成田・羽田・関⻄空港で入国した旅⾏者の割合が⾼い

出典：九州観光推進機構 「ビッグデータを活用した「九州への訪日外国人旅行者に関する動態調査（平成３０年５月公表）」

◆調査期間：2016年10月～2017年9月（1年間）


